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1.組織の概要

■事業所名及び代表者名

株式会社 いそのボデー
代表取締役 磯野 栄治

■ 所在地

本社・工場 〒990-2226 山形市西越25番地

■ 環境管理責任者及担当者連絡先

・ 環境管理責任者：メンテナンス・架装部長 石井 崇
・ 連絡担当者 ：人事・総務部長 本間 久美
・ 連絡先：TEL023-624-1711 FAX023-632-0681
・ Email：kumi.h@isono-body.co.jp

■ 設立年月日

1964年（昭和39年）2月

■ 資本金

3,630万円

■ 事業活動の内容

・ トラックボデーの製作
・ 車検代行
・ 自動車整備
・ 自動車保険代行

■ 事業の規模
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・ 売上高 1,429百万円
・ 従業員数 96人
・ 敷地面積 4,196.52㎡

弊社は、山形に拠点を置き全国に自社開発商品アイスキップドア（オートスライドドア）を搭載した
トラックボデーや汎用性の高い平ボデーを主力に製造販売し、小型車から大型車のボデー架装、
修理等も匠の技術と社員のアイディアを尊重しながら手掛けております。
創業57周年を迎えた弊社は、半世紀もの長きにわたって培った技術力と斬新な発想力でイノ
ベーションをもたらしています。

【 3D設計】 【匠の塗装技術】 【充実した設備】
（ﾚｰｻﾞｰﾀﾚｯﾄﾊﾟﾝﾁ）



２. 認証・登録対象範囲
・認証・登録事業者 ：株式会社いそのボデー
・対象活動 ：トラックボデー製作販売・修理
・対象組織 ：本社

３. 実施体制
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代表取締役

・環境経営方針を策定する

・環境管理責任者を任命する

・環境経営ｼｽﾃﾑの全体的な評価の見直しを行い、改善の指示を行う

・環境への取組に必要な人員、設備、費用等を適切に準備する

環境管理責任者

・ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの要求事項を満たす環境経営ｼｽﾃﾑの構築・運用、維持

・環境経営ｼｽﾃﾑの実施状況を代表取締役に報告する

・環境経営委員会を開催する

事務局

・環境経営ｼｽﾃﾑの事務を行う

・外部および内部からの苦情、要望、意見等の受付を行う

・環境に関する取組への助言、指導を適切に行う（教育訓練の計画）

・環境経営ﾚﾎﾟｰﾄを取りまとめる

資源・産廃削減活動委員 ・資源・産廃等の使用量・排出量を把握し、削減策を講ずる

環境経営委員会 ・月1回以上開催し、環境経営に関する活動報告を行う

全社員 ・環境経営方針を理解し、積極的に・自主的に環境活動に取組む

代表取締役

磯野栄治

環境管理責任者

石井崇

環境経営委員会

事務局

人事総務部
企画開発設

計部
ソリューション
営業部

購買部 生産・架装部 メンテナンス部

資源・産廃削減推進委員

ｴﾈﾙｷﾞｰ量削減推進 電力使用量削減推進 産業廃棄物量削減推進 化学物質量削減推進

【各役割・責任・権限】



4.ｴｺｱｸｼｮﾝ21環境経営の新展開構想

エコアクション21（EA21）ガイドライン2017年版は，これが企業価値を高めるツールとして機
能することを目的としています。したがって，EA21の認証・取得事業者における環境経営の
目的は企業価値を高めることです。当社，㈱いそのボデーがEA21環境経営において目指す
企業価値は，次のように考えることができます。

“トラックボデーおよびその発展応用多機能製品である保管BOXの提供を通じて，収益体
質堅持の下，持続的に発展，社会に貢献するリーディングカンパニー”

これに関する事項は企業案内の『代表挨拶』及び『経営理念』に記載されています（『付図
１．企業理念概念図』参照）。

付図１．企業理念概念図

EA21環境経営によって企業価値を高めようとする場合，企業価値を構成する具体的要素

（企業価値決定要素）を明確にし，その内容充実に努めることが求められます。このように，
企業価値はそれら企業価値決定要素に関する取組み活動の総合結果として現れるもので
あると考えられます。

各企業価値決定要素に関連する事項（これが具体的環境経営計画に相当する）は多岐に
わたります。当社の場合，『企業理念概念図』に記載された事項が企業価値決定要素と密
接に関係します。『企業理念概念図』を基に，またEA21ガイドライン2017年版の要求事項を
参考にして企業価値決定要素を次のように決定しました。
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付表１. 株いそのボデーが考える企業価値決定要素

№ 企業価値決定要素 関連事項等 

① 製品（商品）の開発・販売 商品・サービスラインアップ，製造・販売力，顧客満足 

② 施設・設備管理 導入・維持 

③ リスク管理 緊急事態，自然災害，社会動向 

④ コンプライアンス 法令遵守，社会的責任 

⑤ コミュニケーション 組織力，地域・社会連携 

⑥ 人間尊重 労務管理（働き方・福利厚生・健康管理），労働安全・衛生 

⑦ 総合的環境経営管理 収益性，事業活動の環境負荷評価，EA21 環境経営活動の推

進 

 

エコアクション21環境経営では，①二酸化炭素排出量，②廃棄物排出量，③水使用量，

④化学物質排出量削減を目指して活動することが必要条件として求められています。こ
のうち，二酸化炭素排出量を例に考えると，これは電力や燃料の使用量によって決まる
ために，エコアクション21環境活動では，多くの場合，照明や動力の効率的使用，エコドラ

イブ等の“節約活動”を具体的な環境経営活動として取り上げられています。しかし，製品
不良率を下げることによって無駄な作業を削減すること，製品歩留まりは同一でも使用設
備，製造方法，技術熟練度によって作業効率が変化し，これによっても環境負荷は異な
る。自然災害に対する備えが不十分であったために想定外の環境負荷が発生することも
考えられます。このように一口に“環境負荷”と言っても，これに関連する事項は多岐にわ
たります。

したがって，仮に“エコアクション21の目的は環境負荷の削減である”と考えた場合で

も，この環境負荷に関連する事項は極めて多岐にわたります，むしろ事業活動（会社経
営）で実施している全ての事項が環境負荷の決定に関わると考えるべきです。企業価値
を高めるツールとしてエコアクション21を機能させるためには，事業活動で実施している

事項を企業価値決定要素別に徹底的に抽出・整理し，そのうち事業経営にとって重要な
事項を環境経営計画として取り上げること，また電力使用量，廃棄物排出量のような環境
負荷項目と１対１の関係で環境経営計画は策定しないことが“企業価値を高めるツールと
してのエコアクション２１”にとって相応しいものであると考えられます。付表２は，事業活
動で実施している事項を企業価値決定要素別に整理したものです。
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№ 企業価値決定要素 具体的対応事項 詳細 

① 
製品（商品）の開

発・販売 

商品・サービスラインアップ充実 自社営業，ゴールドラベル 

力量向上 
従業員採用，技術研修，３レス活

動，マニュアル整備 

環境負荷削減 
CO2排出量（電力，燃料），廃棄物排

出量，水使用量，化学物質使用量 

② 施設・設備管理 

施設・設備の導入計画 前期集中的に行ったので維持管理 

施設・設備の使用及び維持管理方法 
法定点検・年次点検・特定自主検査

等・月次設備点検表活用 

③ リスク管理 

緊急事態対応（環境汚染，自然災害） 想定と未然防止策，対応訓練 

ＢＣＰ 
新型コロナ対策を踏まえ自社ＢＣ

Ｐを策定 

④ コンプライアンス 

環境関連法規等の一覧表作成と更新 
廃棄物管理，危険物管理，PRTR 対

応 

従業員教育，法定要求事項への対応 
品質方針の策定周知・法令勉強会

の実施 

製品の安全性の追求と検査体制の

充実 

入出庫時の検査体制・アフターサ

ポート 

⑤ 
コミュニケーショ

ン 

従業員教育，情報の共有化 教育計画，全社集会，定例会議 

改善提案 チョコ案 

情報収集 

業界団体への参加・各種セミナー

講演会の参加・JCOＭaaS 活動参加・

J-GoodTech（ジェグテック）活動参

加 

地域連携・貢献 会社周辺清掃，交通安全呼掛け 

情報公開・発信 

会社案内（PROFILE），環境経営レポー

ト，ﾎｰ ﾑ ﾍ ﾟ ｰ ｼ ﾞ（ https://www.isono-

body.co.jp/） 

⑥ 人間尊重 

働き方改革；働きやすい職場 

カエル会議の実施と活動資金支援

によるコミュニケ―ション向上 

カエル会議共有会の実施・全社員

と面談実施 

健康・安全・衛生管理 ３Ｓ活動，職場巡視，健康診断，作

業環境測定，エコドライブ研修会 労働安全衛生 

⑦ 
総合的環境経営管

理 

環境経営システムの構築・運用 EA21 認証・登録，経営理念，経営方

針・目標・計画 目標管理と評価 

 

付表２. 企業価値決定要素への具体的対応
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昨年度作成した、ｴｺｱｸｼｮﾝ21環境経営の新展開構想をもとに取組はじめました。
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◆環境経営理念

私たち、いそのボデーは全人類が直面している地球温暖化問題を私たち自身の問題と認識し、多
様なトラックボデーの開発設計・製造・メンテナンスに関わる事業活動を通じ、長年培ってきた技術力
を駆使し、環境面においても高機能、高付加価値のトラックボデーを開発製作して参ります。
また、エコアクション２１環境経営システムを構築・運営し、環境への取り組みを継続的に行います。

◆環境経営行動指針

１．環境関連法規等を遵守します。

２．省エネルギー活動を推進し、電力、化石燃料の消費に伴う環境負荷の削減に努めます。

３．水使用量、廃棄物の削減、リサイクルの推進に努めます。

４．有害化学物質の使用量削減と適正管理に努めます。

５．３Ｓ（整理・整頓・清掃）活動を推進し、作業効率の向上を図ります。

６．チョコ案（改善提案）制度の推進によって、環境経営改善活動の活性化を図っていきます。

７. 働き方改革を進め、働きやすい環境作りに努めます。

８．製品・サービスの環境負荷削減に取り組みます。

2011年3月1日 制定
2019年2月1日 改訂
2020年2月1日 改定

株式会社 いそのボデー
代表取締役 磯野栄治

5. 株式会社いそのボデー環境経営方針



6.環境経営数値目標 （単年度及び中長期目標）
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基準

2019年度 2020年度 2021年度

（2月～1月） （2月～1月） （2月～1月）

二酸化炭素総排出量の削減 ㎏-Co2/月 272,382 269,658 266,961 264,291

kwh/月 273,777 271,039 268,328 265,645

L/月 15,136 14,984 14,834 14,686

L/月 5,105 5,053 5,003 4,953

L/月 52,100 51,579 51,063 50,552

㎏/月 1,107 1,095 1,084 1,073

ｔ/月 17,146 16,974 16,804 16,636

ｔ/月 155,638 154,081 152,540 151,014

㎥ 1,743 1,725 1,708 1,691

㎏ 4,338 4,294 4,251 4,208

件数 162 146 132

％ 0 31 31

件数
各チーム月1回以
上開催

各チーム月1回以
上開催

各チーム月1回以
上開催

％ 100 100 100 100

※購入電力CO2排出係数は、ｴﾊﾞｰｸﾞﾘｰﾝ・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ㈱の令和2年度の係数0.44㎏/kWhを用いた。

中期目標

環境目標 単位

　　総排水量（水使用量）

社員チョコ案提出率100％の継続

製品・サービスの環境負荷削減に関
する目標

3ﾚｽ取組（製作工数削減）

環
境
負
荷
削
減

1.　電力使用量の削減

2.　ガソリン使用量

3.　軽油使用量の削減

4.　灯油使用量の削減

2016～2018
年度　平均

環
境
に
配
慮
し
た
生
産

5.　LPG使用量の削減

　化学物質（PRTR対象）

不具合件数の低減

働きやすい職場作り（カエル会議）

ﾊﾞﾝﾎﾞﾃﾞｰのﾘｻｲｸﾙ可能率を95％以上にし「新環境基準適合ﾗﾍﾞﾙ(ｺﾞｰﾙﾄﾞﾗﾍﾞﾙ）」を取得する

平ﾎﾞﾃﾞｰのﾘｻｲｸﾙ可能率を95％以上にし「新環境基準適合ﾗﾍﾞﾙ(ｺﾞ-ﾙﾄﾞﾗﾍﾞﾙ）」を取得する

　　一般廃棄物

　　産業廃棄物

環境経営の具体的目標は企業価値決定要素の内容充実であり、また事業活動における環境負荷
は企業価値決定要素の内容充実を目指して行う全ての活動の総合結果（指標）として現れるという
基本的な考え方に基づき（第4章参照）、2021年度の環境経営目標及び環境経営計画を第12章に
記載したように、また環境経営数値目標を上記のように策定しました。



7. 環境経営目標の実績とその評価
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2016～2018

年度　平均

二酸化炭素総排出量の削減 ㎏-Co2/月 272,382 266,961 292,756

達成率：91％　　　　目標数値は未達成
コロナ禍による業務偏りと大雪で除雪車に使用した軽油の増加が
原因とみられる

kwh/月 273,777 268,328 275,535

達成率：97％　　　目標数値は未達成
後半に業務が偏りによる残業時間などの増加で電力使用量が増加
した

L/月 15,136 14,834 12,006

達成率：123％　　　目標数値は達成
車での移動、遠方出張が減ったことなどから削減できた

L/月 5,105 5,003 5,105
達成率：98％　　　　目標数値は未達成
大雪のため除雪車の稼働が多かったことで使用量が増加した

L/月 52,100 51,063 49,897

達成率：102％　　　目標数値は達成
寒さが厳しく暖房器具に多く使用したので前年度より増加したが、
基準値の数値が高いこともあり結果達成できた

㎏/月 1,107 1,084 949
達成率：114％　　　目標数値は達成
塗装乾燥の業務量が減ったことで使用量も減少した

ｔ/月 17,146 16,804 18,890
達成率：96％　　　　目標数値は未達成
仕入れ部品量増加などで段ボールが増加したと考えられる

ｔ/月 155,638 152,540 138,910

達成率：110％　　　目標数値は達成
木パレットの梱包が減った事と歩留率の向上によりｱﾙﾐ・鉄くずが
削減出来た

㎥ 1,743 1,708 1,269
達成率：135％　　　目標数値は達成
基準年度内で工場内に水漏れ箇所があり、正確なデータではな
かったので、次年度は目標数値を訂正する

㎏ 4,338 4,251 2,994

達成率：142％　　　目標数値は達成
車体塗装台数の減少により使用塗料量も減った。また焼付用塗装
に特化則対応としてこれまでの塗料2品目を切替えた

件数 146 153

達成率：95％　　　　目標数値は未達成
社内不具合67件　社外不具合86件　計153件。原因分析によると、
お客様や仕様等の確認不足が大きな要因となった

％ 31 9
達成率：29％　　　　目標は未達成
1台当たりでは、33時間削減出来た

件数
各チーム月1回
以上開催

４チーム/13
ﾁｰﾑ

達成率：31％　　　　目標数理は未達成
全ﾁｰﾑ毎月開催とはいかなかったが、開催回数が多いﾁｰﾑは残業
時間減につながった

％ 100 100 100
達成率：100％　　　目標数値は達成
社員チョコ案提出は、6年9ｹ月継続達成中

ﾘｻｲｸﾙ可能率95％以上はクリアした。次年度取得申請する

ﾘｻｲｸﾙ可能率95％以上はクリアした。次年度取得申請する

環
境
負
荷
削
減

1.　電力使用量の削減
調整後排出係数　0.44㎏/kWｈ
令和2年度ｴﾊﾞｸﾞﾘｰﾝﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ㈱）で

算出

2.　ガソリン使用量の削減

3.　軽油使用量の削減

4.　灯油使用量の削減

5.　LPG使用量の削減

　　一般廃棄物

　　産業廃棄物

　　総排水量（水使用量）

　化学物質（PRTR対象）

環
境
に
配
慮
し
た
生
産

不具合件数の低減

3ﾚｽ取組（製作工数削減）

働きやすい職場作り（カエル会議）

社員チョコ案提出率100％
の継続

製品・サービスの環境負荷
削減に関する目標

評価

2020年度

目標 実績

ﾊﾞﾝﾎﾞﾃﾞｰのﾘｻｲｸﾙ可能率を95％以上にし「新環境基準
適合ﾗﾍﾞﾙ(ｺﾞｰﾙﾄﾞﾗﾍﾞﾙ）」を取得する

平ﾎﾞﾃﾞｰのﾘｻｲｸﾙ可能率を95％以上にし「新環境基準
適合ﾗﾍﾞﾙ(ｺﾞ-ﾙﾄﾞﾗﾍﾞﾙ）」を取得する

環境目標 単位 基準



環境経営目標の実績 （環境負荷集計値のグラフ化）

■ 二酸化炭素排出量年度比較表
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2018年度 2019年度 2020年度

目標値 CO2排出量 272,382 269,658 266,961

CO2排出計 289,243 272,382 292,756

電力 118,227 115,199 121,235

軽油 13,954 11,995 13,405

ガソリン 32,160 29,844 27,876

灯油 117,824 110,090 124,340

LPG 7,078 5,254 5,900

実績値
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8. 環境経営計画とその取組結果及び評価
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評価 〇十分に取組んだ △ある程度取組んだ ×取組不十分

環境目標 活動・取組項目 環境経営計画・取組内容 具体的取組実績

A.二酸化炭素排出
量の削減

１）灯油
＊暖房用：冬期間、事務所の室温を20℃を目安に管理する。 〇 設定温度の表示と電力（エアコン）とのバランス調整している

＊工場内：ジェットヒーターのスイッチをこまめにＯＮ／ＯＦＦ 〇 昼休憩時間等はｽｲｯﾁを切ることができた

２）軽油・ガソリン

＊車両日報を準備し、車両ごとの燃費や整備状況を管理す
る。

〇 毎週水曜日を社有車点検日とし、記録を取り管理している

＊エコドライブインの知識を周知する △
新型コロナ感染防止に付き外部講師による講習会は出来な
かったが、マニュアルにより周知した

■電力使用 ＊月1回全社一斉ノー残業デーの実施 △
納期のこともあり業務量が偏ってしまい、ノー残業デーは難
しいときが続いてしまった。

１）工場での使用

＊コンプレッサー：毎月1回、エア漏れをチェックする。 〇 点検表に基づき毎日点検を行ないメンテナンスしている

＊照明器具：休憩時、無人の場合など、照明を消す 〇 休憩時間や無人のところはこまめに消灯できた

＊電気使用機器全般：効率的な使用、こまめなＯＮ／ＯＦＦ 〇 使用しないときは電源を切るように努めた

２）事務所での使
用

＊事務所の室温を暖房時20℃、冷房時28℃を目安に管理す
る。

△
機器付近に表示して徹底するようにしたが室内外の温度差
が大きく難しい時もあった

＊不要な照明は消すなど、節電を徹底する。 〇 休憩時間にはこまめに消灯している

＊ＰＣを省エネモードに設定し、長時間席を離れるときは電
源を落とす。

〇 外出時等はPCの電源を落とすように徹底している

B.廃棄物排出量
の削減と適正管理

■廃棄物の排出

１）一般廃棄物 ＊分別のルールを決め、そのルールを守る 〇 雑紙を入れる箱を準備し分別を行った

可燃ゴミ・段ボール
類

＊シュレッダー廃紙のリサイクル化 〇 ｼｭｯﾚｯﾀﾞｰ利用を推進している

＊帳票見直しによる印刷物の削減 〇 ﾜｰｸﾌﾛｰの利用で承認をﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽで行った

カン・ペットボトル＊マイ水筒運動の展開 〇 マイボトル持参を呼びかけ容器の削減に努めた

２）産業廃棄物 ＊廃棄物の種類ごとに可能な限り、分別を徹底する。 〇 種類ごとに分別し排出量を減らすように努め削減できた

廃プラ・金属くず・
廃油

＊マニュフェスト管理を徹底する。 〇
E票がこないマニフェストには付箋を貼って管理しわかるよう
にした

＊産業廃棄物保管場所の５Ｓ管理と分別の徹底をする。 〇 効率良い置き場にし分別をしやすいようにした。

C.水の使用量
削減

■水道の使用
＊手洗器水栓の吐量の適正化 〇 毎月使用量をチェックし水漏れがないか管理した

＊洗車時の節水協力要請 〇 節水を促す表記の貼り替えをした

Ⅾ.化学物質
削減関連

■化学物質の使用

＊特化則・PRTR法に対応するアイテムへの転換 △ 焼付塗装使用塗料で特化則対応の２品目を切替した

＊作業環境測定の実施（年2回） 〇 5月と11月に実施

＊有機則の健康診断の実施（年2回） 〇 5月と11月に実施

E.環境に配慮した
生産

■不具合件数の削
減

＊不具合件数の比較（前年度対比） △ 市場不具合：－5件、社内不具合：前年同数

■３レス取組 ＊平ﾎﾞﾃﾞー3ﾚｽ仕様の受注と工数削減 △ 実績工数削減率2.6％

■ボデーの新環境
適合ﾗﾍﾞﾙ取得

＊ﾊﾞﾝﾎﾞﾃﾞｰのﾘｻｲｸﾙ可能率95％以上にする △
ﾘｻｲｸﾙ可能率95％以上達成できたので次期に新環境適合ﾗ
ﾍﾞﾙ取得申請をする

＊平ﾎﾞﾃﾞｰのﾘｻｲｸﾙ可能率95％以上にする △
ﾘｻｲｸﾙ可能率96％以上達成できたので次期に新環境適合ﾗ
ﾍﾞﾙ取得申請をする

■働き方改革：働
きやすい職場

＊カエル会議の実施（各チーム月1回以上開催） △
全チーム毎月開催には至らなかったが、チーム全体で改善
を行い残業時間削減に繋がったチームもあった。

■チョコ案提出率
100％の継続

＊全社員月1件以上のチョコ案を提出する 〇 全社員月1件以上のチョコ案を提出できた



9.今年度の活動事例の紹介
■2020年度に取り組んだ活動内容

新型コロナウイルス感染防止に付き、全社員集合しての活動が制限されソーシャルディスタンスを保ちながらの縮小した
活動でしたが、「環境教育」「安全教育」などを行いました。

◇信頼性向上と環境に配慮した取組活動事例

①不具合発生状況（社内・社外）を月次レポートとして
管理職以上へ情報配信。全体会議でも発生状況を共
有しました。

②発生した市場不具合に対する対応結果をノウハウ
書としてまとめ、記録を残す取組みを開始しました。
（右参照）

①月次レポートの例
月毎の発生状況と合わせて
トピックス（右写真）を発信。
トピックスは直近数か月の
傾向からまとめを作成。

②ノウハウ書の例
不具合の実情とその原因推定
それを元に行った対策内容を
１枚シートにまとめ。

・生産不具合件数削減の取組

・デジタル検収の実施

新型コロナウイルス禍の中での対応策として、受注から納車間における顧
客連絡の効率化を図り、リモートによるデジタル検収を行いました。また納車
時に顧客より聞き取りしながら納車報告書を作成し全社で共有。製品のさら
なる品質向上を図るよう努めてきました。

11



３レス活動としては、次のような取り組みをしました。
１．製作台数を増やす・・・生産
・ボトルネック工程を改善（作業改善）・・・現場

・設計標準化（組立・加工指示図面化）、シャシレス推進のための
設計改善・・・設計

・リードタイム短縮（計画精度向上、目指すべき工程パターン確
立）・・・生産管理
・作業応援できる体制の構築（負荷平準化）・・・31PJリーダー
・ボトルネック作業の外注化・・・購買
２．利益率の高い仕様、標準仕様で受注する・・・営業
３．変動費（外注費含む）を下げる・・・購買・設計

以上の取組で、右のグラフのように３レス製作台数８９台・実績工
数2.6％削減・実績工数削減時間１台当たり１０時間削減できまし
た。

製作台数：89台、実績工数削減率：2.6%削減、実績工数削減時間：-10H/台

・３レス（設計レス・シャーシレス・スキルレス）の取組

・各部署の管理職以外をリーダーにおいた11のチームを作り、“働き方をカエル”、“早くカエル”、“人生をカエル” を目標において
ボトムアップ型の改善活動を実施しました。
・各チームが毎月 “カエル会議” という会議を開催している。個人個人が感じていた問題や悩みなどを共有し、議論することで改
善に繋げています。
・年3回全チームが参加する“カエル会議活動共有会” を開催し、たくさんの改善活動や成果が報告された。その中でも製造の
チームでは、溶接作業にスペースアームを採用し1日1時間以上の削減につながりました。生産管理のチームでは、1人の担当
者が車両出荷後の書類取りまとめに月45時間要しており業務分散が必要でしたが、標準化や手順書を作成し担当者を6人に増
やすことで課題解決しました。2月には1年の活動を通して優秀だったチームを表彰し、改めて会社全体での成長を確認しあいま
した。

・カエル会議の取組

・3S委員会の取組

・ チョコ案提出率100％の継続しております。（詳細は次ページ）
・ 3Sパトロールによる各部署の3S活動を評価し、フィードバックしていま
す。
定期的にパトロールすることで、3Sの状態を維持することができました

が、部署により3S活動への積極性に差が見られたので、次年度はレベル
Ⅲの合格点に至らなかった部門を重点的に指導していきます。

3Sパトロールでの指摘事項を掲示

12

◇組織活性化と職場環境改善

スペースアーム



・ 社員チョコ案提出率100％の継続
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2020年度は1889件のチョコ案が提出され、
2012年1月からチョコ案活動を開始し、2014年
以来100％の提出率を継続しています。

チョコ案の中から、月間賞及び年間表彰を
行っています。
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■ 地域社会貢献活動の実績

弊社では下記活動により地域社会の役に立つ事を企業価値向上として捉え活動しております。

≪ボトルキャップ・使用済切手集め≫
ボトルキャップは更衣室の前に収集BOXを設置し回収し、生命保険会社様を通して
ポリオワクチンの 寄付活動に参加しています。

≪会社周辺の清掃活動≫
新型コロナ感染防止に付き、社員の安全を守るために今年度は見送りました。

≪献血≫
10月14日移動採血車による献血 採血者 6名

〇弊社には、工場を初めチョコ案で出来た改善（治具・作業効率・安全・美化・表示物）がたくさんあります。
社訓の一つでもある「お客様に見てもらえる会社になろう」を日々心掛け、お客様からきれいな工場で製造・修理等を手掛け
ていることで、安心してお任せいただけるよう取り組んでいます。

・ 健康教室の開催

新型コロナ感染防止のために、何も社内行事がで
きないなか、社内のコミュニケーションを図るために
も社内報を発行しました。これにより社内の新入社
員の情報や社長の趣味なども様々知ることができ、
社内の先輩後輩間の会話もはずみました。

・ 社内報 初版発行

今年度は2回コロナ禍の中ですが開催しました。
1回目は人事総務部社員がインストラクターとなり「ハンド
クラップ」の動画を全社に配信し、各自休憩時間や家庭
において健康増進につなげました。
2回目は11月18日にドリームゲートのインストラクターをお
招きし、三蜜に注意を払いながら「肩こり・ひざ腰痛予防」
のエクセサイズを一緒に行いました。

◇ コミュニケーション



10. 社内表彰

社員一人が月1件以上の提出100％を２０１４年５月から71ケ月連続達成しています。
これまで述べ１万7千件以上のチョコ案が出されています。
また、年度末に年間表彰を行い、２０２０年は下記のチョコ案が社長賞等を受賞しました。

天井まで伸びたグラフ

【年度別個人のチョコ案グラフ】
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メジャーｰで計測

○ チョコ案年間表彰 令和3年2月1日

2人作業から1人作業へ
しかも安全作業

工数削減に大いに貢献



11.環境関連法等の順守状況、苦情訴訟等の有無

■該当する環境関連法規等とその遵守状況

当社では、下記の環境関連法規が適用されますが、その遵守状況を確認した結果、問題ありませんでし
た。
◇廃棄物処理法 ◇自動車リサイクル法 ◇フロン排出抑制法 ◇家電リサイクル法
◇大気汚染防止法（ＶＯＣ関係） ◇悪臭防止法 ◇ＰＲＴＲ法
◇水質汚濁防止法（油水分離層） ◇浄化槽法
◇騒音規制法・振動規制法（山形県生活環境の保全等に関する条例）
◇消防法並びに山形市火災予防条例 ◇高圧ガス保安法 ◇労働安全衛生法（有機則）

■苦情・訴訟の有無

環境面での訴訟は、創業以来ありません。また、外部からの環境に関する苦情は、過去3年間ありませ
ん。

12.次年度の環境経営目標及び環境経営計画
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企業価値決定要素 環境経営目標 環境経営計画（取組内容）

1 環境負荷削減

二酸化炭素排出量の削減（基準年度3％削減）
＊ノー残業デーの実施（第一水曜日）の継続

＊車両の点検及び走行記録の徹底

一般廃棄物と産業廃棄物量の削減（基準年度3％削減） ＊端材量の削減・分別の徹底

水使用量の削減（前年度1％削減） ＊用水の適正使用（節水の呼びかけ）継続

化学物質対応の管理
＊特殊健診の実施・作業環境測定の実施・PRTR使用量の届け出・有害
物質の使用量削減

2 製品開発・販売

製品開発・サービスの充実
＊モデル毎の新環境適合ラベル（ゴールドラベル）取得

＊標準ボデー・標準パーツの三次元化

標準化台数の拡大と作業工数の削減
＊３レス活動（シャーシレス・設計レス・スキルレス）による作業工程改善
の実施

受注から出荷までのリードタイム削減 ＊新基幹システムを活用した整流化促進（生産情報課立上げ）

技術力の向上 ＊技術の伝承・勉強会の実施・作業マニュアル作成

3 顧客満足

完成車イメージの共有化 ＊三次元画像､データによる提案 ・設計の三次元化促進

車両製作プロセスの共有化 ＊車両のデジタル検収実施

「顧客の声」収集とフォロー ＊納車車両アンケート実施と社内データ化と有効活用

4 施設・設備管理
設備・機械の維持管理の徹底 ＊法定点検・年次点検・特定自主検査・月次点検表活用

効率を上げ負荷を軽減するための3S活動の継続 ＊部門に合わせたパトロール活動と部門間連携態勢構築

5 リスク管理 緊急事態への対応
＊想定と未然防止策、対応訓練の実施

＊新型コロナウイルス対応他、BCPの策定

6 コンプライアンス

法定要求事項への対応 ＊外部研修会参加・社内勉強会

製品の安全性の追求と検査体制の充実
＊不具合発生の状況把握と未然防止策の徹底

＊入出庫時の検査体制強化と情報の共有

7 コミュニケーション

情報の共有化 ＊社員教育の実施と記録公開・社内報の発行

チョコ案の提出率100％の継続 ＊毎月ひとり1件以上チョコ案を提出

社外情報発信・公開 ＊HP・SNSによる情報公開更新

地域連携・貢献 ＊会社周辺清掃・交通安全周知活動への参加・寄付活動（ﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟ）

8 人間尊重

組織活性化と職場環境改善 ＊カエル会議の実施・全社員と面談実施

自己啓発意欲の醸成 ＊資格取得支援・外部セミナーへの派遣

社員の安全確保と健康維持 ＊職場巡視・労災対策と未然防止・健康診断の実施・安全衛生標語募集

9 総合的的環境経営 環境経営ｼｽﾃﾑ構築・運用 ＊経営会議・EA21認証継続



13.代表者による全体の評価と見直しの結果

◆ 2020年度認定のご紹介

3月 健康経営優良法人認定

10月 地域未来牽引企業に選定
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創造・情熱・誠実

―Creative Planning―

私たち、いそのボデーは、個性あるトラックボデーメーカーとして、
さまざまな挑戦を続けています。

この環境レポートは、ご希望の方に差し上げています。

ご希望の方は、本社窓口でお申し出いただくか、下記にご連絡
ください。また、当社ＨＰ（http://www.isono-body.co.jp/）、
エコアクション21中央事務局のＨＰ（http://www.ea21.jp/）でも
ご覧いただけます。

〒990-2226 山形市西越２５番地
株式会社 いそのボデー

TEL023-624-1711 FAX023-632-0681

当社は主にトラックボデーの製造やメンテナンスに関わる事業のなかで、ステークホルダーの皆様の利
益・事業・生活・環境等をより豊かにしていく永続的な企業を目指しています。

永続的な企業を目指す以上、お取引先はもとより社会から信頼を得るとともに、企業体力をつけていく
ことが不可欠です。高機能・高付加価値のトラックボデー製造・販売を主とした事業活動を展開するうえで、
エコアクション21環境経営を取り入れ、様々な施策を展開することで、企業価値向上につながるほか、社会
的に求められる環境や人権等に配慮した経営に結びつくと確信しております。

単年度を捉えた場合、社会や自然環境の影響等もあり、掲げた個別項目の目標を達成できないことも
ありますが、環境方針のもと長期的な視野に立ち、環境経営目標・計画・体制などを見直しながら環境経
営を実践してまいります。
そして、その結果として環境負荷低減が図れれば社会的責任を果たすことにつながると考えています。

http://www.ea21.jp/

